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われわれ の 日常生活はテクノロ ジ
ー

の 進歩によっ

て 日々 大 きく変化しつ っ ある。 そうした 「ハ イテ ク」時

代における行動分析学の あり方に つ い て、行動分

析学の 内部と外部から問題提起して いただく。

「究極の 囗 一
テ クはハ イ テクである ：行動 の エ

ンジニ ア リング」

　　　　　　　杉山尚子 （山脇学園短期大学）

　 B ．F ．ス キナ
ー

は、自身が心理 学に成した最大の

貢献は 「強化 随伴性」の概念で あると自覚して い た

（Lagmay，1990）n

一
方、後に行動分析学として体系

化される科学の 出発 点となっ たフ リ
ー

オ ペ ラン トの

実験 は、い わゆるス キナー箱の発案なしには存在

しえなか っ た で あろう。随伴性とい う枠組 み で 行動

をとらえる行動観とス キナー箱 は表裏
一

体 の 関係

に ある 、 実験制御 がコ ン ピ ュ
ー

タを用 い て どれほど

高度化されようと、ス キナー箱を
”

ハ イテク
”
だ とは

考えが た い 。ス キナ
ー自身が 開発 したテ ィ

ーチ ン グ

マ シ ン も、テ クノロ ジー
の 進歩によっ て コ ン ピ ュ

ータ

に取っ て代わろうとも、それ 自体
”
ハ イテク

”
とは 考え

がた い c，しかし、同時に、xx 工学と称 して高価な装

置の 開発だけに 目を向けるこ ともハ イテ クとは言 い

がた い
。

こ の 話題提供で は 、随伴性を切り札 に 、 装

置を使 うとい う人間の 行動 に 目を向けるこ との 重要

性を提 起して い く。
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　 Skinner
’
sscieIlce ：Apers 。 nal 　memoir ．行動分

　 析学研 究，5，1】5− 119，

「e −Learning時代の イ ン ス トラクシ ョ ナルデ

ザイン
ー行動分析学へ の期待」

　　　山田恒夫 （メ ディ ア教育開発センター
）

　e
−Learningとい う言葉はさまざまな意味で用い ら

れる。遠隔学習など 、
コ ン ピ ュ

ー
タなどに 向か っ て

ひ とりで お こ なうもの もある 。 しか しここ で は 、教師や

他の 学習者との イン タラクシ ョン が行われる対面授

業やグル ープ学習での 利用も含み 、広く「ICT （情

報通信技術 、
Jnformation　and 　Communjcation

Technology）を用 い た授業・学習改善」ととらえる。

さて、e
−Leaming の 究極の 目標は 、個 々 の 学習

過 程を最適化 ・カ スタム化することにあるb こうした

理想 的な学習は 、これまでもごく限られた人 々 は 、

家庭教師を雇 うなどして実現できたわけだが 、 ICT

の 普及 に よっ て ようやく万 民の もの となりつ つ ある，

また、高等教育・生涯学習では特に 、 学習者が多

様化し、その 興 味関心 、到達度から学習環境まで

さまざまである。こ うした状況 に対応する にも ICT は

不可欠で ある。

　話題提供 として 、 学習デザイン 、学習コ ン テ ン ツ

設計 の 分野か ら、 特に SCORM などの 国際標 準化

の 動 向や、学習オブジェ クトなど再利用可能なコ ン

テ ン ツの 共有再利用 ・流通に関する技術動向、そ

の 具体的な実用化の 動き（GLOBE 、　OCW ）を紹介

するとともに、こ うした研 究開発 に お い て 基礎分野

隣接分野との 連携を必 要とする課題を、特に行動

分析学との 関係 におい て論じたい 。
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